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杉 並 区 広 報 課 

宅建協会と選挙啓発 

今夏に予定されている参議院選挙は、選挙権が 18歳に引き下げられてから初めての

選挙になります。杉並区選挙管理委員会は、この法改正によって、より多くの方が選

挙に参加してもらうため、宅地建物取引業協会杉並支部と協力して啓発活動を行いま

す。 

 

明るい選挙推進協会の資料によると、「高校卒業後、親元を離れて進学した大学生等

の 73.6％は住民票を移していない」という結果が示されています。選挙は、年齢要件

のほかに住所要件があり、18歳への引き下げで選挙権を得た全国で 240万人あまりの

若者の中には、住民票を移していないために住んでいる場所での選挙ができない状況

になっている人が多くいます。 

 

そこで、杉並区は区内 600社ほどの不動

産店が加盟する公益社団法人東京都宅地建

物取引業協会杉並区支部の協力を得て、杉

並区へ転入する若者向けの周知を行うこと

になりました。 

不動産店が契約者に配布する建物のメン

テナンスや行政窓口などを案内する冊子に

「進学や就職で杉並区に引っ越したら、住

民票を移しましょう」という内容の啓発メ

ッセージを掲載してもらいました。 

冊子は、この 4月からの契約者に配布を

するもので、2 年間で約 4 万冊を見込んで

います。 

また一部の加盟店では店内等に、18歳選

挙権の開始や住民票の移転を促すポスター

の掲示を行うことになりました。 

 

区がこうした民間の業界団体と協力して啓発事業を行うことは初めてのことです。

区では今後もこの先の選挙に向けて住民票の手続きをしっかりと進めることで、選挙

権を無駄にすることがなくなるように努めていきます。また、選挙啓発も合わせて行

うことで、杉並区内における投票率の向上を目指していきます。 

 

【問い合わせ先】 
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